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大
野　

祐
司
（
自
民
党
新
政
会
）

多
摩
川
の
水
害
対
策
の
現
状
と

今
後
に
つ
い
て

倒
木
事
故
を
防
ぐ
安
全
対
策
を
急
げ

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
存
在
を
周
知
せ
よ

平
野　
　

充
（
公　

明　

党
）

若
者
の
応
援
に
つ
い
て

地
域
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

松
野　

英
夫
（
公　

明　

党
）

調
布
基
地
跡
地
留
保
地
活
用
の
プ
ロ
セ
ス
透
明
化
を

　
き
ょ
う
だ
い
児
の
育
ち
に
支
援
を

木
下　

安
子
（
れ
い
わ
ネ
ッ
ト
・
に
じ
い
ろ
の
会
）

用
語
の
解
説

「
一
般
質
問
の
要
旨
」
の

　
　
※
印
の
用
語
解
説
で
す

備
に
向
け
市
民
説
明
会
を
開
催
。
取

組
状
況
等
説
明
し
、
お
お
む
ね
理
解

得
ら
れ
た
と
認
識
。
事
業
主
体
の
狛

江
市
と
密
に
連
携
し
施
設
整
備
を
着

実
に
進
め
、
浸
水
対
策
を
推
進
す
る
。

問　
調
布
市
域
の
多
摩
川
の
堤
防
の

現
状
と
多
摩
川
水
系
河
川
整
備
計
画

の
概
要
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

都
整
部
長　
国
は
整
備
計
画
変
更
に

向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
。
調
布
市

域
の
一
部
区
間
の
堤
防
は
、
標
準
的

な
断
面
形
状
に
対
し
高
さ
ま
た
は
幅

が
不
足
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
今
後
か

さ
上
げ
拡
幅
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

堤
防
強
化
対
策
は
必
要
不
可
欠
と
認

識
。
堤
防
改
修
工
事
の
早
期
実
現
に

向
け
て
国
と
協
議
し
て
い
く
。

が
あ
る
。
愛
知
県
新
城
市
で
は
人
材

バ
ン
ク
を
設
置
し
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
地
域
と

若
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
情
報
発
信

が
で
き
れ
ば
、
若
者
の
応
援
へ
と
つ

な
が
る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

生
文
部
長　
文
化
芸
術
分
野
で
は
調

布
市
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財

団
が
既
存
組
織
を
再
編
し
２
年
度
に

ち
ょ
う
ふ
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
創

設
。
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
は
調
布
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

を
整
備
。
引
き
続
き
条
例
の
趣
旨
踏

ま
え
、
大
学
等
と
連
携
し
情
報
発
信
。

問　
地
域
ポ
イ
ン
ト
を
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
と
し
ポ
イ
ン
ト
で
調
布
花

火
有
料
席
を
購
入
で
き
れ
ば
、
ふ
る

情
報
の
取
扱
い
の
確
認
含
め
、
慎
重

な
対
応
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

問　
現
基
本
計
画
で
も
市
政
の
透
明

性
図
る
と
明
記
。
プ
ロ
セ
ス
の
共
有

は
民
主
主
義
の
根
幹
で
メ
リ
ッ
ト
あ

る
か
ど
う
か
以
前
の
問
題
。
配
慮
必

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
働
事
業
が

市
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
か
。
市

長
は
ど
う
整
合
性
を
図
っ
た
の
か
。

市
長　
市
民
と
の
関
係
や
情
報
共
有

に
関
す
る
基
本
的
姿
勢
を
変
え
た
つ

も
り
は
全
く
な
い
。
秘
匿
性
強
く
、

気
を
配
る
必
要
も
あ
り
難
し
い
案
件
。

市
民
か
ら
の
批
判
は
謙
虚
に
受
け
止

め
、
市
民
の
意
見
伺
い
、
こ
れ
ま
で

の
進
め
方
に
つ
い
て
も
説
明
し
、
一

緒
に
考
え
進
め
た
い
。

子
生
参
事　
必
要
と
さ
れ
る
方
に
情

報
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
Ｈ
Ｐ
等

の
掲
載
方
法
を
工
夫
し
、
引
き
続
き
、

ゆ
り
か
ご
面
接
な
ど
様
々
な
機
会
を

通
じ
た
積
極
的
な
周
知
に
努
め
る
。

６
年
度
に
１
日
の
利
用
上
限
を
撤
廃

す
る
な
ど
、
使
い
や
す
い
制
度
と
な

る
よ
う
適
宜
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

問　
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
活

動
の
大
会
出
場
費
用
の
支
援
に
つ
い

て
所
管
課
の
連
携
が
取
ら
れ
ず
支
援

か
ら
漏
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
調
布
市

若
者
の
文
化
芸
術
活
動
及
び
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
応
援
に
関
す
る
条
例
を
根

拠
に
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど

も
た
ち
を
支
援
で
き
る
子
ど
も
・
若

者
基
金
の
活
用
含
め
教
育
部
・
ス
ポ

問　
調
布
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風

19
号
）
か
ら
６
年
が
経
過
。
染
地
地

区
で
は
内
水
氾
濫
発
生
。
浸
水
対
策

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
摩
川
に
注
ぐ

雨
水
幹
線
に
水
位
計
、
流
向
流
速
計
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
監
視
カ
メ
ラ
、
フ
ラ
ッ
プ
ゲ

ー
ト
の
設
置
、
排
水※樋ひ

管か
ん

の
遠
隔
操

作
対
応
や
可
搬
式
排
水
ポ
ン
プ
の
配

備
を
実
施
。
狛
江
市
根
川
公
園
に
お

け
る
定
置
式
大
型
ポ
ン
プ
施
設
は
計

画
か
ら
約
３
年
遅
れ
の
13
年
度
稼
働

予
定
。
施
設
稼
働
で
、
令
和
元
年
東

日
本
台
風
と
同
規
模
の
大
雨
で
も
浸

水
は
免
れ
る
と
の
こ
と
。
早
期
対
策

を
求
め
て
き
た
が
取
組
状
況
は
。

市
長　
７
年
５
月
に
ポ
ン
プ
施
設
整

問　
　
「
調
布
市
若
者
の
文
化
芸
術
活

動
及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
応
援
に
関

す
る
条
例
」
に
は
、
若
者
の
意
見
を

反
映
す
る
仕
組
み
や
活
動
場
所
の
充

実
等
の
環
境
整
備
を
す
る
こ
と
が
必

要
と
記
さ
れ
て
い
る
。
市
の
現
状
の

取
組
は
。

生
文
部
長　
調
布
国
際
音
楽
祭
で
の

演
奏
や
読
売
巨
人
軍
調
布
市
フ
ェ
ス

タ
で
の
東
京
外
国
語
大
学
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
実
施

等
、
若
者
の
活
動
の
場
を
創
出
。
引

き
続
き
若
者
に
届
く
情
報
発
信
に
努

め
、
活
動
の
場
の
充
実
に
取
り
組
む
。

問　
市
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
も
、
若
者
に

は
情
報
が
入
り
に
く
い
と
い
う
課
題

問　
自
治
の
理
念
と
市
政
運
営
に
関

す
る
基
本
条
例
に
、
ま
ち
づ
く
り
は

市
民
、
市
議
会
及
び
市
長
が
情
報
を

共
有
し
た
上
で
、
参
加
と
協
働
に
よ

り
進
め
る
と
あ
る
。
市
長
の
認
識
は
。

市
長　
参
加
と
協
働
の
前
提
と
な
る

市
民
へ
の
情
報
発
信
、
共
有
が
重
要
。

透
明
性
確
保
や
市
民
と
の
信
頼
関
係

に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

問　
留
保
地
活
用
は
味
の
素
ス
タ
ジ

ア
ム
で
の
発
表
直
前
ま
で
議
会
へ
の

共
有
皆
無
。
庁
内
で
も
極
秘
で
進
め

た
。
な
ぜ
市
民
不
在
で
検
討
進
め
市

民
へ
の
報
告
も
後
回
し
に
し
た
の
か
。

行
経
部
長　
Ｆ
Ｃ
東
京
に
お
け
る
検

討
・
調
整
状
況
等
の
考
慮
や
、
財
務

省
と
の
協
議
状
況
等
、
相
手
方
と
の

問　
７
年
８
月
、
京
王
線
で
倒
木
事

故
が
あ
っ
た
。
線
路
以
外
で
も
市
内

で
立
ち
木
の
倒
木
事
故
は
想
定
さ
れ

る
。
私
有
地
の
樹
木
に
つ
い
て
も
行

政
が
主
導
し
無
事
故
対
策
を
講
じ
る

べ
き
時
代
に
入
っ
て
い
る
。
対
策
は
。

環
境
部
長　
引
き
続
き
、
こ
れ
ま
で

生
じ
た
事
故
事
例
が
生
じ
な
い
よ
う
、

樹
木
の
安
全
管
理
は
法
令
に
の
っ
と

っ
た
対
応
及
び
所
有
者
等
へ
の
注
意

喚
起
を
図
り
、
よ
り
効
果
的
な
対
策

に
つ
い
て
他
自
治
体
の
動
向
注
視
。

問

産※

後
ド
ゥ
ー
ラ
に
は※
産さ

ん

褥じ
ょ
く

期
の

不
安
定
な
母
親
に
寄
り
添
う
伴
走
や

心
を
受
け
止
め
る
傾
聴
支
援
が
あ
る
。

利
用
料
金
や
補
助
額
等
の
明
確
な
周

知
と
費
用
助
成
の
拡
充
を
検
討
せ
よ
。

問　
多
摩
川
３
丁
目
の※
陸り

く

閘こ
う

は
多
摩

川
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
重
要
な

設
備
。
こ
の
機
能
の
確
保
に
つ
い
て

国
の
方
針
は
。

都
整
部
長　
国
か
ら
は
洪
水
時
の
安

全
性
向
上
の
観
点
か
ら
２
か
所
の
陸

閘
を
廃
止
す
る
方
針
案
が
示
さ
れ
て

い
る
。
市
は
多
摩
川
全
体
の
堤
防
改

修
工
事
の
状
況
勘
案
し
な
が
ら
、
市

民
の
安
全
安
心
と
利
便
性
確
保
に
向

け
国
と
連
携
図
り
、
市
域
の
堤
防
改

修
に
向
け
た
協
議
を
継
続
的
に
推
進
。

さ
と
納
税
減
収
分
に
対
応
で
き
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
考
え
は
。

行
経
部
長　
地
域
ポ
イ
ン
ト
事
業
は

継
続
的
な
財
政
負
担
等
課
題
。
各
施

策
の
実
情
に
即
し
た
取
組
と
す
る
こ

と
が
重
要
。
先
行
自
治
体
の
導
入
目

的
や
手
法
、
課
題
等
見
極
め
る
観
点

も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
調
査
、
検
討
。

♦
こ
の
ほ
か
、
目
の
健
康
に
つ
い
て
、

調※

布
基
地
跡
地
留
保
地
の
活
用
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

問

き※

ょ
う
だ
い
児
に
つ
い
て
①
課

題
の
認
識
は
②
障
害
者
総
合
計
画
に

支
援
の
必
要
性
記
載
さ
れ
て
い
る
が

具
体
策
進
ん
で
い
な
い
。
人
知
れ
ず

複
雑
な
感
情
と
葛
藤
す
る
き
ょ
う
だ

い
児
の
育
ち
を
支
え
る
取
組
求
め
る
。

福
祉
参
事　
①
成
長
過
程
で
孤
独
や

不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
課

題
が
内
面
的
で
把
握
が
難
し
い
。

子
生
参
事　
②
支
援
重
要
と
認
識
。

子
ど
も
、
福
祉
、
教
育
、
民
間
連
携

で
、
子
の
最
善
の
利
益
考
慮
し
支
援
。

ー
ツ
振
興
課
が
連
携
し
支
援
か
ら
漏

れ
る
人
を
救
う
制
度
改
正
や
工
夫
を
。

生
文
部
長　
調
布
市
若
者
の
文
化
芸

術
活
動
及
び
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
応
援

に
関
す
る
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
庁

内
関
係
部
署
等
と
連
携
を
図
り
、
報

奨
金
制
度
の
在
り
方
や
拡
充
を
検
討
。

引
き
続
き
関
係
部
署
が
連
携
し
基
金

の
活
用
含
め
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
。

◆
こ
の
ほ
か
、
東
部
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 平常時の陸閘（左）と平常時の陸閘（左）と

増水想定時の陸閘（右）増水想定時の陸閘（右）
７年８月７日京王線線路脇７年８月７日京王線線路脇
樹木の倒木事故現場樹木の倒木事故現場

市の基地跡地留保地利用計画（左）と市の基地跡地留保地利用計画（左）と
ＦＣ東京の提案（右）ＦＣ東京の提案（右）

若者の文化芸術活動及び若者の文化芸術活動及び
スポーツ活動を応援スポーツ活動を応援

認
知
症
カ
フ
ェ

認
知
症
の
人
と
家
族
・
地
域
住
民
・

専
門
職
等
の
誰
も
が
参
加
で
き
、
集

う
場
の
こ
と
。
認
知
症
の
人
の
地
域

と
の
交
流
を
支
援
し
た
り
、
介
護
す

る
家
族
が
悩
み
を
共
有
す
る
こ
と
で

心
理
的
な
負
担
が
軽
減
す
る
な
ど
の

効
果
が
あ
る
。

調
布
基
地
跡
地
留
保
地

西
町
に
位
置
し
（
味
の
素
ス
タ
ジ
ア

ム
の
南
東
側
、
都
立
武
蔵
野
の
森
公

園
の
南
側
）、
財
務
省
が
所
管
す
る

敷
地
面
積
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国
有

地
。
市
は
、
平
成
20
年
に
「
調
布
基

地
跡
地
利
用
計
画
」
を
策
定
し
て
以

降
、
土
地
利
用
に
つ
い
て
継
続
的
に

検
討
し
て
き
た
中
、
７
年
８
月
に
、

Ｆ
Ｃ
東
京
と
連
携
し
た
取
組
と
し
て

　
「
調
布
基
地
跡
地
留
保
地
の
活
用
に

よ
る
施
設
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な

考
え
方
」
を
公
表
。

樋
管
（
ひ
か
ん
）

排
水
路
や
支
川
が
堤
防
を
横
断
し
て

川
へ
流
れ
込
む
場
合
に
、
堤
防
の
中

を
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
通
り
抜
け
る

た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
水
路
の
こ

と
。

陸
閘
（
り
く
こ
う
）

堤
防
に
切
れ
目
を
入
れ
る
形
で
通
路

が
設
け
ら
れ
た
門
。
歩
行
者
等
は
堤

防
を
横
断
可
能
。
増
水
時
に
は
閉
鎖

さ
れ
堤
防
の
役
割
を
果
た
す
。

産
後
ド
ゥ
ー
ラ

産
前
産
後
の
母
親
に
寄
り
添
い
、
心

身
の
安
定
と
産
後
の
身
体
の
回
復
、

赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
や
新
し
い
生
活
へ

の
適
応
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
専
門
家
の

こ
と
。

産
褥
（
さ
ん
じ
ょ
く
）
期

出
産
後
、
身
体
が
回
復
す
る
ま
で
の

約
６
〜
８
週
間
の
期
間
を
い
う
。

き
ょ
う
だ
い
児

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
兄
弟
姉
妹
の

こ
と
。


